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はじめに：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
高齢者になると何らかの認知面の低下を伴うことは決して避けられない事実です。高齢化社会を迎え、私たち介護サービス提供者はケアの質の向上のために認知症ケアを取り入れることが必然的なことと考えます。当通所では認知症の方残存能力を活用し、ケアの提供を行なう為には生活歴などのアセスメントが重要でケアに生かされていかなければなりません。事例を通してアセスメントとその展開を紹介します。

方法：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
認知症の方の生活が、その人らしく豊かである為には、どのような支援が必要なのかを、対象者の心身および環境因子の現状を把握した。当通所では、利用者間での交流を通して、発生した問題への解決に向けた、ケアプランを立案するために必要なアセスメントを実施した。そして定期的に長谷川スケールを実施し、評価を行なった。

結果：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

対象者自身人の生活に即した支援が展開できるようになってきた。得意なことを見つけ人前で活躍することができるようになり、周囲との関わりも広がり穏やかなものとなってきた。本人のみでなく家族からも、デイケアでの様子を喜んでいただいていると知らせる声がきかれるようになった。　　　　　　　　　

考察：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

アセスメントした事柄を包括支援プログラムに活用し、職員間で継続しその方を理解して職員間で統一したケアが提供できるようになってきたことから、状態の悪化を予防し身体面でも生活動作でも変わらず、家族からの介護負担増強の訴えもないことから、適切なケアが出来ていると考えられる。

まとめ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
認知症のケアはその人を知ることが大切です。ケアプランはアセスメント結果を生かしながらその人らしい個別性のあるプラス思考のプランであり、その人の力に適した目標が設定されなければなりません。アセスメントが手法だけでは把握できない効果は現実にあり、それが認知症ケアの本質であるかもしれません。ケアする私たちは、総合的な視点を持ってその人のニーズを捉えていくことが大切です。

